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長野盆地西縁断層帯の変動地形の形成過程：草間地区・小松原段ノ原地区の例

Fault-related landform of the active faults along the western margin of the Nagano basin
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長野盆地西縁断層帯は北西-西側隆起で長さ約 58 kmの逆断層帯である．本断層帯では従来，1847年善光寺地震の地
表地震断層の分布・特徴や過去の活動時期に関する変動地形学的・古地震学的検討が行われてきたが，地下の断層構造
や変動地形の形成過程についてはあまり議論されてこなかった．本研究では，中野市草間で 1987年・2004年に行った
群列ボーリング調査と長野市篠ノ井小松原段ノ原で 2005年に行ったトレンチ掘削・ボーリング調査の結果に基づき，両
地区における断層の浅部地下構造と変動地形の形成過程を議論する．各調査の結果はすでに奥村ほか（1988）・杉戸ほか
（2005，2006）で紹介しているが，今回はその整理と再検討を行う．
本断層帯の中部に位置する草間地区では，低地（延徳沖低地）の北西縁部に比高最大約 6 mの背斜状高まり地形が認

められ，比高約 40 mの高丘丘陵南東縁撓曲崖の基部に沿って細長くのびている（小林・斎藤，1982；池田ほか，1988；
奥村ほか，1988）．1987年に，この背斜状高まり地形の南東側低崖地形を横断するように，13本のボーリングコア（掘
削深度約 10-50 m，オールコア）を採取し，かつ南東の低地において深度約 4 mのトレンチを掘削した．また，2004年
に，同じく北西側低崖地形を横断するように 19本のボーリングコア（掘削深度約 1-7 m，パーカッション式コアサンプ
ラー・検土杖による）を採取した．観察された地層の層相・層序・構造・放射性炭素年代値に基づくと，草間地区では，
ブロードな撓曲構造と逆向き変位を示す副次的な逆断層・撓曲構造が発達しており，後者が比高最大約 6 mの背斜状高
まりの形成に本質的な役割を果たしてきた可能性が高い．後者からは AD1417以降と AD688-887直後の 2回の活動を読
み取ることができる．AD1417以降の活動は 1847年善光寺地震に対比される可能性が高い．
本断層帯南部，小松原段ノ原地区には西側隆起を示す比高数 10 mの変動崖が発達している（粟田ほか，1987；東郷，

2002）．2005年に，本地区の光林寺門前において，この変動崖の基部を横切るように長さ約 22 m・深さ 2-4 mのトレン
チを掘削し，その約 1 m北で 3本のボーリングコア（掘削深度約 10-15 m，オールコア）を採取した．その結果に基づ
くと，本地区では，変動崖基部の 10-15 m盆地側に wedge thrust構造（Medwedeff，1992）が形成されており，最近 2回
の活動に伴っては，thrust wedgeの前進によって，南北方向にのびる比高数 mの直線状高まり地形が出現した可能性が
高い．その時期は，AD1515以降，および BC354-AD1616である．前者は 1847年善光寺地震に対比される．段ノ原地
区に関しては，1847年善光寺地震に伴って直線状高まり地形が出現したことを示す古記録が残されており（佐山・河角
1973；粟田ほか 1987；東郷 2002），今回推定された浅部地質構造と調和的である．
本研究で得られたデータは，逆断層の浅部地下構造や変動地形の形成過程を検討するうえで重要であり，本断層帯の

活動履歴や地震時活動区間を推定するための基礎資料としても重要である．
（注）暦年代はすべて放射性炭素年代測定によるもの．暦年較正には，CALIB REV.5.0.1（Stuiver and Reimer，1993；

Reimer et al.，2004）を使用した．
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